
























































薬 品 (phm ace血cals)で は79.2%,化学 (che血cals)で は57.3%,機械 (machin∬y)で は
52.4% となっている｡他方,繊維 (textiles,clothing)では8.10/0,卑金属 (basic metals(iron
and steel))では14.6% となっている｡プロセスイノベーションについて見ると,精密機械
(precision instruments)では46.80/0,医薬品 (pharmaceuticals)では45.60/0,金属製品 (fabri-
catedmetalproducts)では39.4% となっており,繊維 (textiles,clothing)では8.10/0,その他輸




























































































































































図表 1 イノベータ 及ーびフォロワーの意思決定ダイアグラム
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(A)模倣する開催>秘匿化の場合の模倣コス ト>特許化の場合の模倣コス ト (図表4)
イノベーターが新発明を特許化 した場合でも秘匿化した場合でもフォロワーが負担する模
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(A)の場合 : (イノベーター意思決定,フォロワーの意思決定)- (特許化,模倣する)
(B)の場合 : (イノベーター意思決定,フォロワーの意思決定) - (秘匿化,模倣しない)
(C)の場合 : (イノベーター意思決定,フォロワーの意思決定)- (特許化,模倣しない)
さて,本理論モデルを利用すると以下の仮説が導出可能である6｡
仮説 1(発明の本源的価値に関する仮説)





みる ((C)の場合)｡発明の本源的価値が上昇すると ｢模倣する開催｣を構成する ｢7rL｣が上昇す
る｡このプロセスの中で,模倣の開催が秘匿化の場合の模倣コス トより下回るが特許化の場合の
模倣コス トより上回る場合がある ((B)の場合)｡この場合,｢秘匿化の場合の模倣 コス ト｣が
｢特許化の場合の模倣コス ト｣より高いため,模倣された くないイノベーターは秘匿化を選好す
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しまえば,イノベーターの ｢模倣を発見できない確率｣もしくは ｢模倣を阻止できない確率｣が


































する｡ したがって,｢模倣を阻止する確率 (p)｣が小さくなり,｢模倣を阻止できない確率 (1-
♪)｣が高くなりやすい｡
第 3に,企業活動がグローバル化するほど,特許化の場合の模倣コス トと秘匿化の場合の模倣













｢金 賞の榊 多感釦 ,'1リーダーで穿jgWii灘 拘野〆こ発行 LTいi顔塚 を孝ii;o(1) そのE
存度の腰勿カミ 何者潜# (フォ Uク )ーのJIBUWH'4Bb を戯 ヂ紺 符にあi鋤 であ東成 金賞 (イ
ノベータ )ーの犀,許曹bz巧者fi o Lzf〕L, (2)その屠f'L7=Gの虜亦zf滑 署潜を ｢フォ U ワ-)のRJE
収鹿カを戯 Tざらに勧 すilfとこitJA業■の符′許鰍 i産下i-る o｣
｢リーダーであi_企君の′蒼jW4,-潜幸で よク戯 街野に発行iLiばと; (1)そり発行度が:尿署懲
a (フォ L7ク )ーの穿俊慶カを超ズヂ鍔屠府にあi腰勿 であjz･dl;_倉二者 ｢イノベータ )ーの符′詳密
bz巧者fi o Lzf〕L,(2)その度存度諺洞 者懲# (フォU7-)のLtBUW威力を屠之Tざらによク
腰Iwすilfとこ企君の岸EtJ,-芽胞 iゞ好Tするo｣
当該企業 (イノベーター)の技術的な先行度の増加は2つの保護方法における模倣コス トの上
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出所 : 『知 的 財産 活 動 調査』
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図表 13 産業別非特許性向の最大値 ･最小値 (平成21年度)
業 種 サンプル数 平均値 最大値 最小値
農林水産業 2 50% 100% 0%
不動産業 .物品賃貸業 5 36% 100% 0%
自動車製造業 80 32% 80% 0%
運輸業 .郵便業 4 28% 109% 0%
印刷 .同関連業 9 27% 67% 0%
電子部品 ,デバイス .電子回路製造業 98 26% 100% 0%
映像 .音声 .文字情報制作業 2 25% 50% 0%
その他の教育 .学習支援業 3 25% 75% 0%
情報サービス業 60 25% loo‰ 0%
通信業 ll 24% 69% 0%
ゴム製品製造業 30 24% 80% 0%
電子応用 .電気計測器製造業 48 24% 92% 0%
放送業 3 23% 50% 0%
分類不能の産業 ll 23% 100% 0%
業務用機械器具製造業 79 23% 90% 0%
窯業 .土石製品製造業 53 23% 100% 0%
その他の輸送用機械製造業 48 21% 82% 0%
その他の電気機械器具製造業 149 21% 100% 0%
学校教育 114 21% 81% 0%
情報通信機械器具製造業 47 21% 94% 0%
生産用機械器具製造業 163 20% 100% 0%
個人 70 20% 100% 0%
その他のサービス業 33 19% 100% 0%
はん用機械器具製造業 42 18% 78% 0%
金融 .保険業 12 17% 100% 0%
全体 2397 17% 100% 0%
建設業 94 17% 98% 0%
金属製品製造業 128 17% 92% 0%
飲料 .たばこ.飼料製造業 8 17% 100% 0%
専門サービス業 39 16% 100% 0%
卸売業 66 16% 100% 0%
非鉄金属製造業 49 14% 82% 0%
食料品製造業 88 14% 100% 0%
プラスチック製品製造業 98 13% 100% 0%
パルプ .紙 .紙加工品製造業 18 13% 63% 0%
その他の製造業 165 13% 100% 0%
その他の化学工業 102 13% 100% 0%
繊維工業 29 13% 97% 0%
技術移転機関 (TLO) 9 12% 67% 0%
公務 (他に分類されるものを除く) 29 11% 97% 0%
鉄鋼業 25 10% 50% 0%
公的研究機関 (独立行政法人含む) 39 8% 38% 0%
その他の学術 一開発研究機関 27 8% 29% 0%
油脂 .塗料製造業 19 7% 67% 0%
鉱業 .採石業 .砂利採取業 2 7% 13% 0%
小売業 16 6% 100% 0%
総合化学 .化学繊維製造業 72 6% 100% 0%
電気 .ガス .熱供給 .水道業 14 3% 14% 0%
インターネット附随サービス業 2 3% 6% 0%
医薬品製造業 67 3% 50% 0%














特許庁 『知的財産活動調査』には,企業内で ｢発明 ･考案 (特許･実用新案相当)されたものの
うち,知的財産部門又は知的財産担当者に届出された件数｣及び ｢知的財産部門又は知的財産担
当者に届出された発明 ･考案の件数のうち,出願しなかった件数｣といった調査項目が存在す


























































特許庁 『知的財産活動調査』には,企業内で ｢発明 ･考案 (特許･実用新案相当)されたものの
うち,知的財産部門又は知的財産担当者に届出された件数｣及び ｢知的財産部門又は知的財産担
当者に届出された発明 ･考案の件数のうち,出願しなかった件数｣といった調査項目が存在す
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図表 18 相関係数表
変 数 [1] [2] [3] [4] [5]
[1] 非特許性向 1.00
[2] 研究開発集約度 -0.22 1.00
[3] 請求項数 -0.15 0.78 1.00
[4] プロセスイノベーション関連度 (NISTEP) 0.27 -0.39 -0.39 1.00
[5] プロセスイノベーション関連度 (PATSTAT) -0.15 -0.35 -0.10 0.50 1.00
[6] 発明の複雑度 -0.ll 0.60 0.66 -0.37 -0.24
[7] 輸出売上高比率 0.17 0.18 -0.07 -0.35 -0.38
[8] 海外売上高比率 0.ll 0.26 0.00 -0.41 -0.43
[9] 海外現地法人数 0.35 -0.01 0.01 -0.13 -0.22
[10] アジア現地法人数 0.34 -0.04 -0.01 -0.10 -0.17
[11] 共同研究開発性向 -0.08 0.01 0.14 0.60 0.35
[12] 発明の保護手段としての特許化の重要性 -0.59 0.58 0.41 -0.51 -0.23
[13] 市場集中度 0.01 -0.06 -0.13 0.07 0.18
[14] 技術集中度 0.02 -0.19 -0.07 -0.03 0.12
[15] 海外現地法人数 (対数値) 0.31 0.09 -0.03 -0.13 -0.20
図表 19 相関係数表
変 数 [1] [2] [3] [4] [5]
[吊 非特許性向 1.00
[2] 研究開発集約度 -0.08 1.00
[3] 請求項数 -0.10 0.76 1.00
[4] プロセスイノベーション関連度 (PATSTAT) -0.16 -0.34 -0.08 1.00
[5] 発明の複雑度 0.00 0.56 0.58 -0.15 1.00
[6] 輸出売上高比率 0.32 0.27 -0.07 -0.40 0.06
[7] 海外売上高比率 0.23 0.31 0.00 -0.43 0.10
[8] 海外現地法人数 0.29 0.03 0.03 -0.20 -0.17
[9] アジア現地法人数 0.28 -0.01 0.01 -0.15 -0.19
[10] 共同研究開発性向 -0.19 -0.08 0.15 0.32 0.00
[11] 発明の保護手段としての特許化の重要性 -0.47 0.60 0,38 -0.20 0.26
[12] 市場集中度 -0.03 -0.06 -0.08 0.05 0.13
[13] 技術集中度 0.07 -0.17 -0.03 0.17 0.24
[14] 海外現地法人数 (対数値) 0.30 0.13 -0.03 -0.17 -0.18
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(産業別分析 :クロスセクション分析)




-0.18 0.38 0.56 1.00
-0.20 0.34 0.52 1.00 1.00
0.16 -0.56 -0.43 -0.05 -0.03 1.00
0.21 0.33 0.33 -0.07 -0.09 -0.36 1.00
0.12 0.13 0.15 -0.06 -0.06 -0.18 0.13 1.00
0.25 0.06 -0.09 -0.42 -0.43 -0.29 0.08 0.58 1.00
-0.35 0.51 0.64 0.90 0.90 -0.15 0.06 -0.16 -0.57 1.00
(産業別分析 :パネル分析)




0.34 0.53 1.00 1.00
-0.56 -0.39 -0.08 -0.06 1.00
0.34 0.31 -0.05 -0.06 -0.38 1.00
0.13 0.14 -0.09 -0.10 -0.18 0.10 1.00
-0.01 -0.15 -0.40 -0.41 -0.26 -0.03 0.53 1.00
0.50 0.65 0.90 0.89 -0.14 0.08 -0.20 -0.55 1.00
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図表20 相関係数表
変 数 [1] [2] [3] [4] [5]
[1] 非特許性向 1.00
[2] 研究開発集約度 -0.02 1.00
[3] 請求項数 -0.24 0.49 1.00
[4] プロセスイノベーション関連度 (PAm AT) -0.23 -0.ll 0.14 1.00
[5] 発明の複雑度 -0.07 0.01 0.16 0.02 1.00
[6] 輸出売上高比率 0.13 0.32 0.12 0.01 -0.05
[7] 海外売上高比率 0.15 0.37 0.17 -0.04 -0.07
[8] 海外現地法人数 0.06 0.29 0.16 -0.06 0.05
[9] アジア現地法人数 0.04 0.18 0.10 -0.02 0.07
[10] 技術先行度 -0.05 0.ll 0.25 0.22 0.22
[11] 従業員数 0.07 0.08 0.09 -0.05 0.05
[12] 従業員数 (対数) 0.20 0.20 0.16 -0.04 0.05
[13] 知財部門従業員数 0.03 0.19 0.20 -0.02 0.06
[14] 知財部門従業員数 (対数) 0.ll 0.40 0.31 0.02 0.06
図表21 相関係数表
変 数 [1] [2] [3] [4] [5]
[1] 非特許性向 1.00
[2] 研究開発集約度 0.06 1.00
[3] 請求項数 -0.20 0.08 1.00
[4] プロセスイノベーション関連度 (PATSTAT) -0.20 -0.06 0.19 1.00
[5] 発明の複雑度 -0.03 0.07 0.16 0.12 1.00
[6] 輸出売上高比率 0.ll 0.06 0.ll 0.00 -0.04
[7] 海外売上高比率 0.13 0.10 0.14 -0.06 -0.05
[8] 海外現地法人数 0.01 0.13 0.16 -0.04 -0.03
[9] アジア現地法人数 0.00 0.07 0.10 -0.01 -0.04
[10] 技術先行度 -0.09 0.02 0.20 0.16 0.19
[11] 従業員数 0.05 0.04 0.12 -0.07 0.04
[12] 従業員数 (対数) 0.17 0.10 0.19 -0.08 0.06
[13] 知財部門従業員数 0.02 0.08 0.22 -0.03 0.07
[14] 知財部門従業員数 (対数) 0.10 0.15 0.31 -0.01 0.09
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(企業別分析 :クロスセクション分析)




0.15 0.27 0.93 1.00
0.17 0.15 0.12 0.09 1.00
0.10 0.13 0.48 0.47 0.10 1.00
0.17 0.21 0.62 0.56 0.09 0.67 1.00
0.17 0.18 0.53 0.51 0.14 0.89 0.63 1.00
0.33 0.38 0.65 0.56 0.18 0.57 0.78 0.70 1.00
-0.26 -0.29 -0.03 0.01 0.18 -0.02 0.00 -0.06 -0.ll 1.00
(企業別分析 :パネル分析)




0.10 0.20 0.95 1.00
0.07 0.06 0.00 0.00 1.00
0.10 0.12 0.42 0.40 0.05 1.00
0.15 0.21 0.54 0.47 0.02 0.66 1.00
0.19 0.19 0.46 0.40 0.07 0.79 0.60 1.00
0.29 0.33 0.51 0.41 0.08 0.56 0.78 0.70 1.00







































































































































































































































































































































































































































































































プロセスイノベーション関連度 (NⅠSTEP) 0.534 0.994** 1.057***
[0.429] [0.394] [0.330]
プロセスイノベーション関連度 (PATWAT)









共同研究開発性向 -0.671 -1.145** -1.293***
[0.669] [0.428] [0.361]
発明の保護手段としての特許化の重要性 -0.936** -0.835*** -0.738***
[0.310] [0.257] [0.214]






定数項 -0.119 -2.342 -3.451
[0.645] [2.286] [1.954]
サンプル数 20 20 20





(4) (5) (6) (7) (8) (9)
クロスセクション分析 クロスセクション分析 クロスセクション分析 パネル分析 パネル分析 パネル分析











-0.362 -0.446 2.807*** 2.717*** 2.878***
[0.354] [0.373] [0.928] [0.896] [0.928]
0.001* 0 0 0.000** 0 0.000**









-1.326*** 0.1 -0.268 1.610** 1.629** 1.514**
[0.386] [0.610] [0.421] [0.707] [0.690] [0.716]
-0.739*** -0.917*** -0.943***
[0.228] [0.295] [0.266]
-0.209 0.495 0.472 0.454** 0.408** 0.484**









-3.026 -0.009 -1.572 -1.513*** 9.498** -1.836***
[2.061] [0.641] [2.403] [0.331] [3.774] [0.459]
20 20 20 80 80 80
0.617 0.427 0.423 0.54 0.576 0.542
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図表24 企業別分析の推計結果 (クロスセクション分析)
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8)
非特許性向 非特許性向 非特許性向 非特許性向 非特許性向 非特許性向 非特許性向 非特許性向
研 究 開発 集 約 度(2乗項) 0.01 -0.065[0.534] [0.048]
研究開発集約度 0.379 0.158
[0.326] [0.112]
請求項数 (2乗項) -0.063 0.019 0.032 -0.012 -0.021 -0.019
[0.046] [0.063] [0.063] [0.032] lo.032] [0.032]
請求項数 0.152 -0.228 -0_275 -0.009 0.019 0.005
[0.170] [0.229] [0.230] [0.116] [0.115] [0.114]
プ ロセスイノベーシ ョン比率(PATSTAT) -0.111 -0.112 -0.03 -0.023 -0.038 -0.009 -0.011[0.07] [0.074] [0.116] [0.116] [0.046] [0.047] [0.047]
発明の技禰=複雑度 0 0 0 0 0 0 0 0









技術先行度 -0.019 -0.012 0.019 0.019 0.014* 0.018** 0.016*
[0.019] [0.019] [0.031] [0.031] [0.008] [0.008] [0.008]
従業員数 (対数) 0ー028*** 0.034*** 0.02 0_012** 0.014***
[0.008] [0.009] [0.013] [0.005] [0.005]
知財部門従業員数(対数) 0.024* 0.029*** 0,029***[ 1] [.007] [.007]
共同研究開発性向 -0.034 -0.028 0.005 -0.002 -0.033 -0.027 -0.016 -0.018
[0.034] [0.036] [0.061〕 [0.060] [0.021] [0.021] [0.021] [0.021]
定数項 0.02 -0.086 0.596** 0.499** 0.015 0.052 0.115 0.116
[0.091] [0.173] [0.230] [0.242] [0.243] [0.263] [0.261] [0.261]
産業ダミー YES YES YES YES YES Ⅵ三S YES YES














(9) (10) =い (12) (13) (14) (15)
非特許性向 非特許性向 非特許性向 非特許性向 非特許性向 非特許性向 非特許性向
研究開発集約度 (2乗項) 0.002 0.002 0.018 -0.003 -0.003[0.018] [0.018] [0.078] [0.02] [0.02]
研究開発集約度 -0.011 -0.01 -0.075 0.025 0.025
[0.100] [0.100] [0.318] [0.032] [0.032]




プロセスイノベーション比率 (PATSTAT) 0.085 0.098 0.083 0.117 -0.009[0.165] [0.165] [0.165] [0.196] [0.142]
発明の技術複雑度 0 0 0 0 0 0 0
[0.000] [0.000] [0.000] [0.000] [0.000] [0,000] [0.000]
輸出売上高比率 0.083
[0.178]






技術先行度 -0.004 -0.004 -0.004 -0.015 0.006 0.002 0.002
[0.010] [0.010] [0.009] [0.013] [0.008] [0.008] [0.008]
従業員数 (対数) 0.005 0.023 -0.001 -0.001
[0.012] [0.016] [0.011] [0.011]
知財部門従業員数 (対敬) 0.027 0.025 0.018[0.019] [0.019] [0.019]
共同研究開発性向 0.024 0.025 0.019 0.067 0.016 0.014 0.014
[0.039] [0.039] [0.039] [0.048] [0.031] [0.033] [0.033]
定数項 0.055 0.028 0.01 -0.029 -0.144 0.076 0.041
[0.105] [0.074] [0.346] [0.138] [0.268] [0.105] [0.075]
サンプル数 1481 1481 1481 1056 2155 1982 1982
企莱数 707 707 707 516 993 964 964



































平成 19年度調査 3,345 2,476
平成 20年度調査 1,496 1,767




































































































































6 仮説内で出てくる ｢企業｣とは,理論モデルにおける ｢イノベーター｣をさしている｡






タが提供されていない｡したがって,EPOが提供する FEPO Worldwide PatentStatiStiCal Database

















湾,香港 (中国),マカオ (中国)をさすohtゆ://ⅥW .mofa.go.jp/mofaj/area/asia.htmlを参照｡
15 真保 ･中村 ･長岡 (2010)によれば特許庁における審査期間の長さは通常,発明の複雑度を示すとして
いる｡











長岡貞男 ･塚田尚稔 (2007)｢発明者から見た日本のイノベーション過程 :RIfTI発明者サーベイの結果概
要｣RIETIDiscussionPaperSeries071-0460
日本経済新聞 (2007)｢危ういぞ科学技術立国 (4) 特許出願,かえって知財流出｣2007年3月5日朝刊｡
科学技術庁科学技術政策研究所 (2000)｢サーベイデータによるイノベーション･プロセスの研究｣科学技
術庁科学技術政策研究所｡
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